
霜除け（しもよけ）
2013年

12月18日

わらすぐり

わらぼっち編み
ワラを編み上げ最後は三ツ目止めをします。

丸太の建て込み

日本庭園

お知らせ

ワラの元から10ｃｍ程の長
さを押し切りで切り落とし1
本1本袴を取ります。大量の
わらくずが出ます。

本来ソテツやデイゴなどの
植物を寒さから守るもので
すが鑑賞を目的に作ってい
るため擬木を使っています。

わら巻き
裾の部分から作ってい
きます。

わらぼっち うらぼっち
ワラの穂先を編み上げ
ます。鎧型に被せます。

ワラの元の部分を編み上
げます。巻きおろし型に被
せます。

鎧（よろい）型 巻きおろし型

雪吊りと合わせて冬の風物詩を演出する霜除け。
巻きおろし型と鎧（よろい）型の2種類を作りました。

頭部は穂先で編んだワラボッチを被
せ胴体部はワラの元の部分を揃え鎧
のように見せた作りが特徴です。

頭部と胴体部の穂先が下向きに流れ、
その名の通り棕櫚縄（しゅろなわ）を
巻きおろした姿が特徴です。

わらの押さえ
胴体最下部の押さえに荒縄（あらなわ）を使い裾の部分は
棕櫚縄（しゅろなわ）で模様を描きます。
留めの結びは石畳で飾ります。

動物園（本園）

現地にて解説イベントを行います。奮ってご参加ください。
日程　1月11日・2月11日


